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第６回ＪＬＡシミュレーション審査会 実施細部

審査会実施概要
1. 実施日・実施場所

２０２１年１０月１７日（日）千葉県山武郡九十九里町 片貝海岸
２０２１年１０月２４日（日）福井県高浜町 若狭和田海岸
２０２１年１２月 ５日（日）宮崎県宮崎市青島海岸
２０２１年１２月１１日（土）静岡県下田市 吉佐美大浜海岸
２０２１年１２月１８日（土）神奈川県横須賀市・三浦市和田長浜海岸

想定実施細部

1. 想定の概略
係員統括（以下統括）の『想定はじめ』の合図で計測開始とします。
6名態勢で通常の監視業務中に有事が起きてしまった。
他にも遊泳客は存在し、海のコンディションは当日の状況とします。
遊泳禁止等の判断は海浜組合・役場の３者と協議し決定しているため容易に変更できない状

況です。
実施者により仮想119通報があり、救急隊を要請された場合、後に救急隊が到着します。
統括の『想定終了』の合図によって審査終了とします。
想定に別途変更などあった場合、当日事前説明時に変更点や付加事項など、告知できる範囲

で実施チームにお知らせします。

2. 実施時間 9分間

3. 実施人数 6名 内訳(監視長1名 監視員5名)

4. 使用資器材
レスキューボード、レスキューチューブ×2、双眼鏡、パイプ椅子、拡声器、ＡＥＤ（訓練用

ＡＥＤ、実機用パット×２）、バックボード、ネックカラー、傷病者記録票（バインダー含
む）、ディスポグローブ×100、詰所テント、トランシーバー×4基（仮想消防含む）、毛布。
※ＪＬＡが用意する使用資器材に不足を感じた実施チームは、普段パトロールに使用してい

る資器材を持ち込み可能とします。タイムテーブルに支障をきたさない範囲（浜に進入後３分
以内）で準備してください。

5. 審査項目【審査表は当日審査員に配付】
①継続監視要領
②ライフセーバー間の連携要領
③傷病者への観察要領
④救急隊への引き継ぎ要領
⑤観衆への対応要領
⑥監視長の指揮要領
⑦資器材の適正な取扱い要領
⑧環境に配意した対応要領（感染対策含む）
⑨接遇要領
⑩関係者の対応要領
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２０２１年１０月１７日（日）
千葉県山武郡九十九里町 片貝海岸会場
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２０２１年１０月１７日（日）
千葉県山武郡九十九里町 片貝海岸会場

冷たい雨降る状況での審査会実
施でした。

一方、無線機などを活用し、審
査員にも活動するライフセー
バーがどのような交信をしてい
るのか傍受してもらい
審査票に反映させた。
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２０２１年１０月２４日（日）
福井県高浜町 若狭和田海岸会場
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２０２１年１０月２４日（日）
福井県高浜町 若狭和田海岸会場

閉会式には、協賛企業様
からのバックが参加チー
ム全てに手渡された。

今後のライフセービング
活動に活用できる品物は、
参加チームから好評で
あった。
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２０２１年１０月２４日（日）
福井県高浜町 若狭和田海岸会場

エキストラの表現は、本当に
事故があったかのような臨場
感あふれるものとなり、参加
チームの一部は想定訓練で
あったが緊張のあまり手の震
える者もいた。
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２０２１年１２月５日（日）
宮崎県 宮崎市 青島海岸会場

閉会式には、協賛企
業様からのバックが
参加チーム全てに手
渡された。

今後のライフセービ
ング活動に活用でき
る品物は、参加チー
ムから好評であった。
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２０２１年１２月５日（日）
宮崎県 宮崎市 青島海岸会場

想定にある頸椎
損傷疑いの傷病
者に対して、JLA
ガイドラインを
参考に資器材を
活用した全脊柱
固定を試行錯誤
し実施するチー
ムがあった。
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２０２１年１２月５日（日）
宮崎県 宮崎市 青島海岸会場

救急隊到着時に、
明瞭簡潔な申し
送り実施と共に、
救急隊現場到着
後は、同じこと
を複数人で実施
し無駄のないよ
う高度な連携が
求められた。
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２０２１年１２月５日（日）
宮崎県 宮崎市 青島海岸会場

メインストレッ
チャーはバラン
スが悪い。よっ
て、車内収容直
前では、メイン
ストレッチャー
を高い位置まで
持ち上げたり、
車内にスライド
させる際などは、
ライフセーバー
はメインスト
レッチャーの両
サイドにつき、
介助するなど、
救急隊の活動支
援が求められた。



伊豆半島で開催は初めてで
あったが、各参加チームの
意識が高く、また地域の行
政様の協力体制が、他の地
域より秀でていた。

地域クラブが長年積み上げ
てきた信頼の表れと感じた。

一方、静岡県下は、湘南地
域とは違い、波高の高い水
浴場も少なくない。
今年度の想定は頸椎損傷疑
いと急性アルコール中毒疑
いであったが、実際に起き
ている事象であることから、
来年度以降の活動に活かし
てもいたい。 23

２０２１年１２月１１日（土）
静岡県下田市 吉佐美大浜海岸会場
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２０２１年１２月１１日（土）
静岡県下田市 吉佐美大浜海岸会場

自力歩行可能で、頸椎損傷
疑い。主訴は両上肢の激し
い痛み。となっていること
から、立位による全脊柱固
定を実施するチームが少な
くなかった。

また、ネックカラーの使用
頻度も少なくなく、今後の
研修・勉強会制度にも要検
討事項と感じた。

頸部固定の不安定さが若干
見られ、傷病者に対して不
用意な動揺をさせるシーン
も少なくなかった。
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２０２１年１２月１１日（土）
静岡県下田市 吉佐美大浜海岸会場

傷病者の近くにライフセー
バーが接近するも、本部に
待機する監視長に救急車要
請要件になる情報をいち早
く伝達できるか否かが、救
急車早期出発に寄与できた
か否かに繋がる。

衆人観衆の捌きに対して、
無線伝達事項など優先順位
を試される状況となった。



２０２１年１２月１１日（土）
静岡県下田市 吉佐美大浜海岸会場
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味の素株式会社アミノサイエンス事業本部スポーツニュートリション部マーケティンググ
ループ 中村 寿徳様より、コンディショニングにおけるアミノ酸の重要性、運動前後に
おけるエネルギー・リカバリーとしてのアミノ酸の機能についてご講演をいただきました。
高温多湿な炎天下で長時間活動するライフセーバーにとって、有意義な教養の時間となり
ました。

２０２１年１２月１８日（土） 神奈川県 横須賀市・三浦市 和田長浜海岸
講演 「アミノ酸によるコンディショニングについて」

味の素株式会社 アミノサイエンス事業本部 スポーツニュートリション部
マーケティンググループ 中村 寿徳（なかむら としのり）様
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２０２１年１０月１７日（日） 千葉県山武郡九十九里町 片貝海岸

参加クラブ
協力機関
JLA役員・実行委員
審査員
エキストラ・スタッフ
報道関係者
見学・観覧
合計

18名
6名
7名
13名
15名
3名
30名

92名

（3チーム）
（銚子海上保安部、山武郡市広域行政組合消防本部、九十九里町 産業振興課 商工観光係）
（理事、溺水防止救助救命本部委員、事務局）
（メディカルダイレクター、スーパーバイザー、事業本部、クラブ）

２０２１年１０月２４日（日） 福井県高浜町 若狭和田海岸

参加クラブ
協力機関
JLA役員・実行委員
審査員
エキストラ・スタッフ
報道関係者
見学・観覧
合計

12名
7名
7名
13名
15名
1名
20名

75名

（2チーム）
（若狭消防組合、小浜海上保安署、小浜警察署 和田駐在所）
（理事、溺水防止救助救命本部委員、事務局）
（メディカルダイレクター、スーパーバイザー、事業本部、クラブ）

２０２１年１２月５日（日） 宮崎県 宮崎市 青島海岸

参加クラブ
協力機関
JLA役員・実行委員
審査員
エキストラ・スタッフ
報道関係者
見学・観覧
合計

24名
8名
7名
13名
17名
2名
20名

91名

（4チーム）
（宮崎市消防局、宮崎海上保安部、宮崎南警察署）
（理事、溺水防止救助救命本部委員、事務局）
（メディカルダイレクター、スーパーバイザー、事業本部、クラブ）

２０２１年１２月１１日（土） 静岡県下田市 吉佐美大浜海岸

参加クラブ
協力機関
JLA役員・実行委員
審査員
エキストラ・スタッフ
報道関係者
見学・観覧
合計

60名
15名
7名
13名
17名
4名
30名

146名

（10チーム）
（下田消防本部下田消防署、下田海上保安部、下田警察署、下田市役所）
（理事、溺水防止救助救命本部委員、事務局）
（メディカルダイレクター、スーパーバイザー、事業本部、クラブ）

２０２１年１２月１８日（土） 神奈川県 横須賀市・三浦市 和田長浜海岸

参加クラブ
協力機関
JLA役員・実行委員
審査員
エキストラ・スタッフ
報道関係者
見学・観覧
合計

90名
12名
7名
17名
38名
5名
45名

214名

（15チーム）
（三管区海上保安本部、横須賀海上保安部）
（理事、溺水防止救助救命本部委員、事務局）
（メディカルダイレクター、スーパーバイザー、事業本部、クラブ）

全実施チーム３４チーム
実施者204名 係員など269名 見学者約145名

合計618名



メディア掲出一覧 広報

エリア メディア 報道日 番組・紙面

テレビ報道／NHK（千葉） 10月17日 NHKニュース（千葉）

テレビ報道／千葉テレビ放送 10月17日 チバテレニュース

WEB報道　／NHK（千葉） 10月17日 NHK　千葉　NEWS　WEB

WEB報道　／千葉テレビ放送 10月17日 チバテレプラスニュース

新聞報道／伊豆新聞 12月12日 伊豆新聞　朝刊　一面　記事とカラー写真掲載

テレビ報道／下田有線テレビ放送 12月13日 下田　ニュース

機関誌掲載／全国消防協会 12月28日 週刊情報（0346号）

テレビ報道／NHK（首都圏） 12月19日 NHKニュース（首都圏）

テレビ報道／J:COM 1月11日 LIVEニュース～横須賀・逗子・葉山・三浦～

WEB報道　／NHK（神奈川） 12月19日 NHK　神奈川　NEWS　WEB

新聞報道／読売新聞東京本社 12月19日 読売新聞　朝刊　神奈川県版　記事とカラー写真掲載

新聞報道／神奈川新聞 12月19日 神奈川新聞　朝刊　地域面　記事とカラー写真掲載

三浦・横須
和田長浜

九十九里
片貝

下田吉佐美
大浜
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Clipping Article

■ 件名

■ 掲載媒体

■ 掲載日

第6回JLAシミュレーション審査会 片貝海岸（千葉県九十九里町）

NHK 千葉 NEWS WEB

2021年10月17日（日）

メディア掲出 広報
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Clipping Article

■ 件名

■ 掲載媒体

■ 掲載日

第6回JLAシミュレーション審査会 片貝海岸（千葉県九十九里町）

チバテレプラスニュース

2021年10月17日（日）

メディア掲出 広報
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Clipping Article

■ 件名

■ 掲載媒体

■ 掲載日

第6回JLAシミュレーション審査会 吉佐美大浜海岸（静岡県下田市）

伊豆新聞 朝刊 一面

2021年12月12日（日）

メディア掲出 広報
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Clipping Article

■ 件名

■ 掲載媒体

■ 掲載日

第6回JLAシミュレーション審査会 吉佐美大浜海岸（静岡県下田市）

全国消防協会 週刊情報（0346号）

2021年12月28日（火）

機関誌掲出 広報
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Clipping Article

■ 件名

■ 掲載媒体

■ 掲載日

第6回JLAシミュレーション審査会 和田長浜海岸（神奈川県横須賀市・三浦市）

NHK 神奈川 NEWS WEB

2021年12月19日（日）

メディア掲出 広報
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Clipping Article

■ 件名

■ 掲載媒体

■ 掲載日

第6回JLAシミュレーション審査会 和田長浜海岸（神奈川県横須賀市・三浦市）

読売新聞 朝刊 神奈川県版

2021年12月19日（日）

メディア掲出 広報
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Clipping Article

■ 件名

■ 掲載媒体

■ 掲載日

第6回JLAシミュレーション審査会 和田長浜海岸（神奈川県横須賀市・三浦市）

神奈川新聞 朝刊 地域面

2021年12月19日（日）

メディア掲出 広報
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【所感】
先ずは第６回目の審査会に参加して下さった多くの皆様に感謝いたします。

今年度は、全国５カ所開催は初めての試みでしたが、それぞれの地域で大きな成果を上げることが

できました。

それには、多くの企業様からのご支援があるからこそ継続できていると深く感謝しております。

このご支援は、我々ライフセーバーのためでなく、多くの水辺利用者にとって安心安全な環境作り

に審査会を通して役立たせて頂いています。

また、審査会当日に向け各地域の各行政様と十分なお打ち合わせができたのは、ひとえに、各地域

で多くの時間を費やして、動いてくださったホストクラブの方々がおられたからと感謝しています。

地域ライフセービングクラブが長い時間をかけて積み上げてきた地域行政様との信頼関係が十分構

築されている地域や、今回の審査会を通して地域ライフセービングクラブと関係行政様と顔の見える

関係となれた地域もありました。

いずれにせよ、水辺利用者にとっては、安心安全に繋がる良き効果であったと信じています。

一方、係員やエキストラに関して、年々協力して下さるメンバーが増えていることや、係員各セク

ション、エキストラの演技指導などとても大切なポジションの後輩への伝達作業なども垣間見え、次

世代へ引継ぎも同時進行で進め、今後の展望に明るさを感じています。

審査会の趣旨や目的は、本報告書の２ページ目に記載ありますが、今回の想定で大きな課題として

見えてきている項目に、傷病者のいる現場からの情報が監視長に明瞭簡潔に伝達されているかがライ

フセーバー間の連携能力に大きく影響したのではないでしょうか。

この事は、有事対応時だけでなく、監視業務を含むすべての行動時にも必要不可欠な能力です。

来年度も全国５カ所で開催を予定しています。

今後とも皆さんと共に、高い誇りを持って活動できるよう、邁進していきますので、どうかお力添

えの程宜しくお願い致します。

最後になりますが、地域クラブから選抜された審査員の【検討推奨事項】は、各浜で長い歴史ある

監視業務を先人から受け継ぎ、今日まで多くの経験に基づいて構築された貴重な物ととらえています。

第６回ＪＬＡシミュレーション審査会 検討推奨事項に示した『エキストラ所感』『審査員所感』

は審査員などから取りまとめた【検討推奨事項】となりますので、『メディカルダイレクター所感』

と同様、熟読して頂き、今後のパトロールに活かして頂くことが、審査会の根幹であり、運営側から

切望するところであります。

今後も、皆さんと一緒に審査会の運営自体も検討し、大きな効果を得られるようご協力のほど宜し

くお願い致します。

公益財団法人 日本ライフセービング協会
救助救命本部

第６回ＪＬＡシミュレーション審査会 実行委員長 菊地太
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